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【配布参考資料②】入試問題分析

＜事実＞ ＜解釈＞ ＜行動＞

? ①
②

！ ③

令和7年2月21日実施 平均点60.4点 1.3点down

※過去5年間の平均点
令和 2 年実施 61.1点
令和 3 年実施 53.3点
令和 4 年実施 59.0点
令和 5 年実施 57.6点
令和 6 年実施 61.7点

【大問1】小問集合 (1)～(8)各5点、(9)6点
(大問正答率：65.1%) 
(1)正負の数の計算 (91.5％)
(2)文字式の計算 (26.9%) 
(3)平方根の計算 (73.5％) 
(4)一次方程式 (66.4%) 
(5)連立方程式 (80.8%) 
(6)二次方程式 (79.4%)
(7)確率 (60.3%) 
(8)求角 (48.5%) 
(9)作図 (58.5%) 

【大問2】式の利用 (1)5点、(2)7点
(大問正答率：45.0%)
(1)条件に基づいた文字式 (69.6%)
(2)文字式の証明 (20.4%)

【大問3】 一次関数 (1)～(3)各5点
(大問正答率： 54.0%)
(1)座標を求める  (76.5%)
(2)直線の式を求める  (71.0%)
(3)面積を考察し座標を求める (14.7%)

【大問4】 平面図形 (1)5点、(2)①7点②5点
(大問正答率： 43.0%) 
(1)文字を含む求角 (59.6%)
(2)①相似の証明 (65.8%)
②面積比を求める (3.8%)

【大問5】空間図形 (1)(2)各5点
(大問正答率： 30.9%) 
(1)条件に基づいた数値 (44.0%)
(2)体積を求める (17.8%)

数学100点満点中【大問1】だけで合計46点分!!!
➡大問正答率も70%を超えるので、この46点は必ず取る

Ｑ．46点を入試得点の最低ラインとし、
どのように目標点数を目指ざせばいいのか？

▼Level.1 50～60点を目標にする場合
大問2～5の(1)の中から、2～3問確実に得点をとる。
過去問やVもぎを活用し、出題パターンに慣れることが必要。
※大問2(1)、大問3(2)、及び大問4(1) は、記号選択式での解答
となっている。

▼Level.2 60点の壁の突破が必須条件の場合
大問2～5の(1)はすべて得点をとる。
そうすると46点＋20点=66点となり確実に平均点越えができる!!

★問題の選択の仕方は得意分野に合わせよう★

ここで１点、知っておいて欲しいことがあります。
大問1(9)の【作図】はもちろん、大問2(2)【式の利用の証明】と
大問4(2)①【合同or相似の証明】に部分点があるということ!!
諦めずにす少しでも分かることを書いておけば、加点の可能性が
十分にあります!!

ということで.....!!

▼Level.3 70点の壁の突破が必須条件の場合
Level.2の条件のほか、正答率が比較的高い大問3(2)、および、
7点問題の証明２つのうちいずれかを得点にする。
※近年の傾向をみると大問4(2)①の証明で得点につなげられるこ
と
が多い。

▼Level.４ 80点の壁の突破が必須条件の場合
①正答率が２ケタのもの：すべて得点とする。
②正答率が１ケタのもの：大問4(2)、大問5(2)が該当する場合、

が多いが、可能な限り得点源にする。
→そのためには質にも目を向けていく必要がある。
80点以上が目標点数の場合は「どの問題を解くか」ではなく、
「どこを捨て問にするか」を決めることが重要。

▼大問1を確実にするために
①Vもぎの過去問【大問１】小テスト
→入試特訓講座（前期）にて毎回実施済
②Freewillオリジナル【大問１対策冊子】の配布
→12月下旬より毎日１日１ページ10分で取り組む

▼全体的な学習の進め方
▷使用教材

①大問1対策冊子
②ウイニングフィニッシュ 数学
③都立高校学力検査 過去問（１０年分）
④都立トレーニング 数学

▷学習内容

①大問1対策冊子
必ず毎日ルーティンで行う。
試験当日を意識し、タイムトライアル10分間、
しっかり計って問題演習を行う。
間違えた問題の解き直しを絶対にやる。

②ウイニングフィニッシュ 数学
基本的にはスタンダードの日程に合わせて進める。
不安な単元は、計画表の日程以外にも復習の時間を設
け、学習の徹底をはかる。

③都立高校学力検査 過去問
12月1日（月）を初回とし、そこから毎週決められ
た年度を解き、毎週月曜に点数を教室へ提出する。
都立の入試問題はパターンが掴めると解きやすい。

④都立トレーニング 数学
都立の入試問題の過去問や類似問題を掲載した問題集。
都トレの演習は、冬期講習以降が中心となる。
大問対策、類題対策には何よりも最適な教材。
各生徒について、何をやればよいか迷った際は、
左側の解釈に合わせてその生徒に合った単元を扱う。

数学で都立合格の目標点数を取るためには 自分の目標点数を改めてしっかりと把握すること！！
基本を徹底し46点分の基本問題を確実にとること！！
過去問で出題パターンを把握し自分の攻略パターンを学ぶ！！目標点数に合わせた学習を徹底し作戦勝ち



【配布参考資料③】志望校の人数の変動





【配布参考資料③】※令和８年度版は11月12日前後に発表





【配布参考資料④】※令和８年度版は11月12日前後に発表
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